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自己紹介

以前は、路側設置される

屋外センサのエレキ設エレキ設
計者計者でした。

現在は、ものづくりに

関連する人材育成人材育成
を担当しています。

特に、マイコン周辺回
路を担当し、ソフト屋さ
んと一緒に仕事をして
いました。

ハード屋観点で、組込みソフト屋さん
を育成しています。
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発表内容

■オムロンオムロンオムロンオムロンのののの事業事業事業事業のののの特徴特徴特徴特徴

■技術者育成課題技術者育成課題技術者育成課題技術者育成課題とととと対策対策対策対策

■ものづくりものづくりものづくりものづくり研修研修研修研修のののの概要概要概要概要

■研修研修研修研修のののの効果効果効果効果とまとめとまとめとまとめとまとめ
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多岐に渡るオムロンの事業

制御機器

・FAシステム事業
電子部品事業

電子部品からシステム製品まで電子部品からシステム製品まで電子部品からシステム製品まで

オムロングループ
売上高（09年度）5,247億円 従業員数36,299人

（2010/3/31現在）

オムロングループ
売上高（09年度）5,247億円 従業員数36,299人

（2010/3/31現在）

車載電装
部品事業

社会シス
テム事業

健康医療機器・
サービス事業

【オムロンの事業の特徴】
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高まる組込みソフトウェア商品の比重

健康機器
血圧計

ハードとソフトの『擦り合せ開発』が必須ハードとソフトのハードとソフトの『『擦り合せ開発擦り合せ開発』』が必須が必須

車載多機能
コントロール
ユニット

FAセンサ

【オムロンの事業の特徴】

制御機器・FAシステム事業

車載電装部品事業

健康医療機器・サービス事業

これら全ての製品にマイコンが搭載
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オムロンが求める組込みソフトウェア技術者

ハードウェアと『擦り合せ開発』
ができるソフトウェア技術者

ハードウェアとハードウェアと『『擦り合せ開発擦り合せ開発』』
ができるソフトウェア技術者ができるソフトウェア技術者

・ハードウェア技術者とコミュニケーションが取れる

・担当する商品のハードウェアを知っている

【技術者育成課題と対策】
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開発現場における育成（OJT）の課題

若手技術者の開発設計経験の場が減少若手技術者の開発設計経験の場が減少若手技術者の開発設計経験の場が減少

要
求

高品質
低コスト
短納期

後戻りできない
開発現場

外部委託

熟年技術者

若手技術者

失敗失敗失敗失敗失敗失敗失敗失敗
のののの心配心配心配心配のののの心配心配心配心配 ××××
リスクリスクリスクリスク回避回避回避回避しししし、、、、リスクリスクリスクリスク回避回避回避回避しししし、、、、
確実確実確実確実にににに設計設計設計設計できるできるできるできる人人人人へへへへ確実確実確実確実にににに設計設計設計設計できるできるできるできる人人人人へへへへ

【技術者育成課題と対策】
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研修による育成（OFF-JT）の課題

研修で得た知識、スキルが

現場で活かされない

研修で得た知識、スキルが研修で得た知識、スキルが

現場で活かされない現場で活かされない

・研修の効果を計る指標がない

・現場で活用していくためのフォローがない

【技術者育成課題と対策】
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育成に関する課題、対策と研修設計のポイント

研修で得た知識・スキル
を開発現場で活用させる
仕組みの構築

失敗ができる設計の場の
提供

ハードウェアと「擦り合わ
せ開発」が経験できる場
の提供

対策対策対策対策対策対策対策対策

Project Based Learning

（PBL）を活用し、ハードと

ソフトの混成チームを結
成

ソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア技術者技術者技術者技術者にににに必要素養必要素養必要素養必要素養

ハードウェアと擦り合せ開発
ができるソフトウェア技術者

講師はレビューワに徹し、
失敗経験を積みながら、
自分達だけで課題を解決

開発現場開発現場開発現場開発現場におけるにおけるにおけるにおける育成育成育成育成（（（（OJT)のののの課題課題課題課題

若手技術者の開発設計
経験の場が減少

研修設計研修設計研修設計研修設計ののののポイントポイントポイントポイント研修設計研修設計研修設計研修設計ののののポイントポイントポイントポイント課題課題課題課題課題課題課題課題

設計者としてのコンピテン
シ（行動特性）を用いて、
現場活用を見える化し、
定期的なフォローで、現
場活用を促進

研修研修研修研修をををを用用用用いたいたいたいた育成育成育成育成（（（（Off-JT））））のののの課題課題課題課題

研修で得た知識、スキル

が現場で活かされない

【技術者育成の問題と対策】

【用語説明】 PBLとは、『課題をチームで解決していく課題解決型学習』【用語説明】 PBLとは、『課題をチームで解決していく課題解決型学習』
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PBLを活用したものづくり研修の概要

受講生受講生受講生受講生はははは、、、、開発開発開発開発プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの担当者担当者担当者担当者としてとしてとしてとして、、、、新商品新商品新商品新商品のののの企画企画企画企画、、、、開発開発開発開発、、、、
そしてそしてそしてそして、、、、試作試作試作試作のののの製作製作製作製作、、、、検証検証検証検証ををををハードハードハードハードととととソフトソフトソフトソフトのののの混成混成混成混成チームチームチームチームをををを組組組組みみみみ、、、、実行実行実行実行

受講生受講生受講生受講生はははは、、、、開発開発開発開発プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの担当者担当者担当者担当者としてとしてとしてとして、、、、新商品新商品新商品新商品のののの企画企画企画企画、、、、開発開発開発開発、、、、受講生受講生受講生受講生はははは、、、、開発開発開発開発プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの担当者担当者担当者担当者としてとしてとしてとして、、、、新商品新商品新商品新商品のののの企画企画企画企画、、、、開発開発開発開発、、、、
そしてそしてそしてそして、、、、試作試作試作試作のののの製作製作製作製作、、、、検証検証検証検証ををををハードハードハードハードととととソフトソフトソフトソフトのののの混成混成混成混成チームチームチームチームをををを組組組組みみみみ、、、、実行実行実行実行そしてそしてそしてそして、、、、試作試作試作試作のののの製作製作製作製作、、、、検証検証検証検証ををををハードハードハードハードととととソフトソフトソフトソフトのののの混成混成混成混成チームチームチームチームをををを組組組組みみみみ、、、、実行実行実行実行

                                    開開開開    発発発発    成成成成    果果果果    報報報報    告告告告    書書書書    

テーマ№ 1 開発種別  

商品開発 

現在の開発ｽﾃｰｼﾞ  

開発完了 

特許出願 1件     

テーマ名  配膳ロボットシステム 実用新案出願 0件  

開発期間 計画 08年 8月～08年 9月 ／実績 08年 8月～08年 9月 意匠出願 0件  

開 発 費 計画 29.289千円 ／実績 29,794.700千円 98.30％ T.T ｼｰﾄ 登録(作成) 0件  

  質 計画  ／実績  T.T ｼｰﾄ 活用 0件  

作成 

細見 

2008/9/18 

照査 

 

認可 

コ ス ト 計画  ／予測        ％ 論文作成 0件  

保守計画書 計画 □要 ・ □不要 ／実績 □済 ・ □未（理由：              ）  

 

１１１１．．．．テーマテーマテーマテーマ概要概要概要概要・・・・総括総括総括総括 

・テーマの目的、差異化ポイント、ターゲットなどをまとめ、テーマの概要を記載。 

・本テーマの目的、目標にて、達成したこと、未達成なことを明確にし、総括を記載。 

○テーマの目的 

・自社技術を活用したセンシング＆コントロールによる業界 No.1 の早さと安定走行を実現。 

○差異化ポイント 

・超音波センサを用いた停止制御により、停止時の衝撃を緩和。 

・２つの光線センサを用いたライントレースにより、振動の抑制と走行距離の無駄を省く。 

・配膳時のターンを省略することで、配膳時間を短縮。 

○ターゲット 

・ターゲット市場は、外食業界向け配膳システムである。 

・想定顧客の規模は、外食業界全体であり、店舗数は約 10万軒。 

○総括 

・配膳時のターンを省略することで、厨房からお客に料理を届けるまでの時間を 秒短縮。 

・独自に開発した走行制御により、安定走行と配膳の早さを 秒短縮。 

・超音波センサを用いた停止制御により、cm 以内の停止を実現。 

 

商  品  開  発  計  画  書   

1.テーマ No.1 2.テーマ名称：配膳ロボットシステム 
 
3.革新（差異化）ポイント 

・ホールサービスの全自動化を目指した配膳ロボットシステム 

 

－顧客からみた価値 or 技術の魅力 or 市場の魅力について及びその他の差異化ポイントの説明－ 

・業界初、全自動ホールサービス 

・ロボットがホールサービスを行うことでコスト減の見込み 

・国内・欧米において潜在的なニーズがある 

・A 社では、4年に 1度のマイナーチェンジが見込まれる 

・将来低に 50億円の売上見込み 

 
4.事業方針（この商品の役割、将来展開、品揃え） 

この商品の役割：全自動化レストランに向けた第一歩 

将来展開：レストランの全自動化 

配膳作業→ホール全般作業→レストランの全自動化 

品揃え：色 

形状（例：カブトムシ、クワガタ etc） 

バリエーション（厨房、配膳、接客用ロボット） 

5.ターゲット・プロファイル（想定顧客の規模、業種、ＳＯＭ、海外展開 etc.） 

想定顧客の規模：ファーストフード以外の外食業界 

業種(業界店舗数)：国内外食産業(約 10万店舗) 

目標 SOM(6 年以内)：50%（他社は A 社導入の 3,4年後導入開始の傾向があるた

め、A社で実績があれば目標達成の可能性） 

市場規模 ：100 億円  

海外展開：現状マーケットなし(業界立ち上がりが 3,4年後の見込み） 

 

 

6.革新目標 □世界 No.1 □世界初 

 □業界 No.1 ■業界初 

作成 
08/08/21 
 

笠原 啓雅 

照査（SPL） 
08/08/21 
SPL 

宮柱 知愛 

起案（PL） 
08/08/21 
PL 

蛭子 千秋 

決裁（PM） 

 
7.商品のコンセプト 

ウエイター、ゼロ時代到来！！ スマート カーウェイター  

～配膳はロボットがこなします～もう迷わない、もうこぼさないから 

 

商品開発商品開発商品開発商品開発プロセスプロセスプロセスプロセス商品開発商品開発商品開発商品開発プロセスプロセスプロセスプロセス
にににに沿沿沿沿ってってってってにににに沿沿沿沿ってってってって

ものづくりをものづくりをものづくりをものづくりを実践実践実践実践ものづくりをものづくりをものづくりをものづくりを実践実践実践実践
１７１７１７１７日間日間日間日間１７１７１７１７日間日間日間日間

【【【【【【【【企画企画企画企画、、、、計画計画計画計画、、、、企画企画企画企画レビューレビューレビューレビュー企画企画企画企画、、、、計画計画計画計画、、、、企画企画企画企画レビューレビューレビューレビュー】】】】】】】】

【【【【【【【【設計設計設計設計、、、、構想設計構想設計構想設計構想設計レビューレビューレビューレビュー設計設計設計設計、、、、構想設計構想設計構想設計構想設計レビューレビューレビューレビュー
詳細設計詳細設計詳細設計詳細設計レビューレビューレビューレビュー詳細設計詳細設計詳細設計詳細設計レビューレビューレビューレビュー】】】】】】】】

【【【【【【【【製作製作製作製作、、、、検証検証検証検証、、、、製作製作製作製作、、、、検証検証検証検証、、、、
生産移行判定生産移行判定生産移行判定生産移行判定レビューレビューレビューレビュー生産移行判定生産移行判定生産移行判定生産移行判定レビューレビューレビューレビュー】】】】】】】】

【【【【【【【【成果発表会成果発表会成果発表会成果発表会、、、、振振振振りりりり返返返返りりりり成果発表会成果発表会成果発表会成果発表会、、、、振振振振りりりり返返返返りりりり】】】】】】】】

RSC ～～～～チャレンジャーチャレンジャーチャレンジャーチャレンジャー～～～～33333333 本本本本システムシステムシステムシステムのののの特長特長特長特長本本本本システムシステムシステムシステムのののの特長特長特長特長

操作性操作性操作性操作性とととと安全性安全性安全性安全性をををを

考考考考えたえたえたえたレバースイッチレバースイッチレバースイッチレバースイッチ

そのそのそのその１１１１

丸丸丸丸みをみをみをみを帯帯帯帯びたびたびたびた

優優優優しいしいしいしいデザインデザインデザインデザイン

そのそのそのその2

複数複数複数複数のおのおのおのお客様客様客様客様にににに対対対対してのしてのしてのしての配膳配膳配膳配膳

店舗店舗店舗店舗ののののレイアウトレイアウトレイアウトレイアウトにににに柔軟柔軟柔軟柔軟にににに対応対応対応対応

通信機能通信機能通信機能通信機能をををを用用用用いいいい、、、、厨房内厨房内厨房内厨房内でででで行行行行きききき先指定先指定先指定先指定

分岐機能搭載分岐機能搭載分岐機能搭載分岐機能搭載そのそのそのその3

RSC ～～～～チャレンジャーチャレンジャーチャレンジャーチャレンジャー～～～～33333333 本本本本システムシステムシステムシステムのののの特長特長特長特長本本本本システムシステムシステムシステムのののの特長特長特長特長

操作性操作性操作性操作性とととと安全性安全性安全性安全性をををを

考考考考えたえたえたえたレバースイッチレバースイッチレバースイッチレバースイッチ

そのそのそのその１１１１

丸丸丸丸みをみをみをみを帯帯帯帯びたびたびたびた

優優優優しいしいしいしいデザインデザインデザインデザイン

そのそのそのその2

複数複数複数複数のおのおのおのお客様客様客様客様にににに対対対対してのしてのしてのしての配膳配膳配膳配膳

店舗店舗店舗店舗ののののレイアウトレイアウトレイアウトレイアウトにににに柔軟柔軟柔軟柔軟にににに対応対応対応対応

通信機能通信機能通信機能通信機能をををを用用用用いいいい、、、、厨房内厨房内厨房内厨房内でででで行行行行きききき先指定先指定先指定先指定

分岐機能搭載分岐機能搭載分岐機能搭載分岐機能搭載そのそのそのその3

2日間

5日間

8日間

2日間

【ものづくり研修の概要】
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ハードとの擦り合わせが必要なロボット開発

【ソフト】レゴマインドストームのインテリジェントブロックに、
自律走行ロボットの制御プログラムを実装

【ソフト】レゴマインドストームのインテリジェントブロックに、
自律走行ロボットの制御プログラムを実装

【エレキ】自律走行ロボットのための、
光電センサ、超音波センサを設計、製作

【エレキ】自律走行ロボットのための、
光電センサ、超音波センサを設計、製作

【メカ】自律走行ロボットの筐体、
構造を設計、製作

【メカ】自律走行ロボットの筐体、
構造を設計、製作

【ものづくり研修の概要】
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自分達だけでトラブル解決
【ものづくり研修の概要】

失敗しながらも、自分達の力で
問題を解決していく成功体験

失敗しながらも、自分達の力で
問題を解決していく成功体験

＜失敗に導くトラップ＞
・あいまいな要件のみ与える。
→不足の要件を聞き出し、定義する必要がある。

・求める要件に対して、少ないマイコンの入力ポート。
→ハードウェア技術者と話し合い、入力の仕方、受け
方を工夫する必要がある。
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失敗経験を活かして、自らの業務改善へ

問題認識問題認識問題認識問題認識問題認識問題認識問題認識問題認識

なぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜ分析分析分析分析なぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜ分析分析分析分析

対策対策対策対策対策対策対策対策

【ものづくり研修の概要】

ものづくりものづくりものづくりものづくり研修最終日研修最終日研修最終日研修最終日にににに、、、、失敗失敗失敗失敗をををを振振振振りりりり返返返返りりりりものづくりものづくりものづくりものづくり研修最終日研修最終日研修最終日研修最終日にににに、、、、失敗失敗失敗失敗をををを振振振振りりりり返返返返りりりりものづくりものづくりものづくりものづくり研修最終日研修最終日研修最終日研修最終日にににに、、、、失敗失敗失敗失敗をををを振振振振りりりり返返返返りりりり
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ものづくり研修と現場を結びつけつるため、
現場で設計者が取るべき行動をコンピテンシとして整理

担当業務を行うために必要な知識を保有している５

計画をしたQCDと照らし合わせ、現状とのギャップ（問題）が発生していないか、適宜確認

している
８

１４

１３

１２

１１

１０

９

７

６

４

３

２

１

No

担当業務を遂行するために、今後必要となるスキルや知識を洗い出し、学習する時間を
設けている

担当業務にて発生した問題に対して、過去の資料や周囲の人々の知見を参考にし、自分
の考えを加え、根拠に基いて解決している

設計の妥当性をレビューやテストを用いて、検証している

設計の際は、判断基準を設け、複数の実現手段から選択している

部門にある規定、手順、ガイドに従って、担当業務を遂行しているプロセス重視

担当業務において、他メンバー、部門内の調整が発生した場合は、関係者間で合意をえ
るまで、コミュニケーションをとっている

業務遂行を誤った場合の時間的損失、金銭的損失や顧客、取引先、社内関係部門から
の信用失墜、社内関係部門業務への影響を認識している

担当業務の振り返りをおこない、仕事の進め方を改善している

担当業務の進捗実績などを記録し、次の業務の計画見積もりにもちいている

担当業務における作業内容や前後工程の関係部門（企画、営業、生産技術、工場）、関
係者、作業の開始基準、終了基準が明確である

テーマリーダや関係者に担当業務の進捗、問題、課題を開示、共有している

継続的改善

担当業務の目的、成果物、成功基準（目標）を明確にして、業務を遂行している役割認識

具体的行動 Rev100617

【ものづくり研修の概要】
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コンピテンシを用いて、現場の行動を把握

4.1

4.0

3.1

3.8

3.6

3.9

4.2

3.6

4.1

4.3

3.9

3.3

3.7

3.7

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

１．あなたは、担当業務の目的、成果物、成功基準（目標）を明確にして、業務を遂行していますか？

２．あなたは、業務遂行を誤った場合の時間的損失、金銭的損失や顧客、取引先、社内関係部門からの

信用失墜、社内関係部門業務への影響を認識するようにしていますか？

３．あなたは、担当業務における作業内容や前後工程の関係部門（企画、営業、生産技術、工場）、関係

者、作業の開始基準、終了基準を明確にしていますか？

４．あなたは、部門にある規定、手順、ガイドに従って、担当業務を遂行していますか？

５．あなたは、担当業務を行うために必要な知識を保有していますか？

６．あなたは、設計の際、判断基準を設け、複数の実現手段から選択していますか？

７．あなたは、設計の妥当性をレビューやテストを用いて、検証していますか？

８．あなたは、計画をしたQCDと照らし合わせ、現状とのギャップ（問題）が発生していないか、適宜確認し

ていますか？

９．あなたは、担当業務にて発生した問題に対して、過去の資料や周囲の人々の知見を参考にし、自分

の考えを加え、根拠に基いて解決していますか？

１０．あなたは、テーマリーダや関係者に担当業務の進捗、問題、課題を開示し、共有していますか？

１１．あなたは、担当業務において、他メンバー、部門内の調整が発生した場合は、関係者間で合意をえ

るまで、コミュニケーションをとっていますか？

１２．あなたは、担当業務の進捗実績などを記録し、次の業務の計画見積もりにもちいていますか？

１３．あなたは、担当業務の振り返りをおこない、仕事の進め方を改善していますか？

１４．あなたは、担当業務を遂行するために、不足しているスキルや知識を洗い出し、学習する時間を設

けていますか？

平均

回答36名

【回答】
1=そのような仕事の進め方をしていない
2=どちらかといえば、そのような仕事の進め方をしていない
3=どちらでもない
4=どちらかといえば、そのような仕事の進め方をしている
5=そのような仕事の進め方をしている

【【【【【【【【最最最最もももも、、、、現場現場現場現場でででで実践実践実践実践できていないできていないできていないできていない行動行動行動行動最最最最もももも、、、、現場現場現場現場でででで実践実践実践実践できていないできていないできていないできていない行動行動行動行動】】】】】】】】 3.担当業務における作業内容や前後工程の関係部

門、関係者、作業の開始基準、終了基準を明確にしている => 研修研修研修研修にてにてにてにてフォローフォローフォローフォロー研修研修研修研修にてにてにてにてフォローフォローフォローフォロー

受講生受講生受講生受講生アンケートアンケートアンケートアンケート結果結果結果結果

【ものづくり研修の概要】
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「現場で実践できていない行動」をフォロー研修にて底上げ

学習したことを職場で実践することの難しさに
ついて気づきを持ち、その打開方法を共に検
討し、行動目標に落としこむ

入社1年目

3月頃
11回目回目回目回目回目回目回目回目

フォローフォローフォローフォロー研修研修研修研修フォローフォローフォローフォロー研修研修研修研修

開発設計

技術者

基礎研修

入社2年目

3月頃

入社1年目

7月頃

自分の仕事の進め方について棚卸しを行い、
業務の改善を受講生同士で考え、行動目標に
落としこむ

22回目回目回目回目回目回目回目回目

フォローフォローフォローフォロー研修研修研修研修フォローフォローフォローフォロー研修研修研修研修

商品開発プロセスに沿って、ものづくりを実践し、
開発技術者として必要な基本的な考え方を身
につける

ものづくり

研修

各専門分野の基礎知識を学習専門選択

研修

講義と演習を通じて、開発技術者として身につ
けるべき基本的な考え方、知識を学習

講義編

【研修の全体構成】

【ものづくり研修の概要】
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受講者の上司、指導者から見た研修効果（研修直後）

08年度受講者上司、指導者アンケート
（回答者数21名）

充分効果があった
24%

少し効果があった
57%

どちらでもない
14%

あまり効果がなかった
5%

全く効果がなかった
0%

充分効果があった

少し効果があった

どちらでもない

あまり効果がなかった

全く効果がなかった

09年度受講者上司、指導者アンケート
（回答者数10名）

効果があった

60%

どちらともいえない

20%

全く効果がなかった

0%

あまり効果がなかった

0%

充分効果があった

20%

充分効果があった

効果があった

どちらともいえない

あまり効果がなかった

全く効果がなかった

10年度受講者上司、指導者アンケート
（回答者数5名）

充分効果があった

40%

効果があった

60%

あまり効果がなかった

0%
全く効果がなかった

0%どちらともいえない

0%

充分効果があった

効果があった

どちらともいえない

あまり効果がなかった

全く効果がなかった

3年間実施し、80%以上の

上司、指導者が研修効果
を実感

3年間実施し、80%以上の

上司、指導者が研修効果
を実感

【研修の効果】
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08年度受講生　実践編学習内容の職場での活用
アンケート回答率　90％（27人/30人中）

23%

54%

13%

0%

0% 10%

活用している

どちらかと言えば、活用している

どちらでもない

どちらかと言えば、活用していない

活用していない

無回答

研修1年3ヶ月後、77%の受講生が学習内容を職場で活用

【研修の効果】
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ハード技術者とのコミュニケーションの重要性への気づき
【研修の効果】

・どんな時にどのようなセンサの入力
が来るの？
・センサと組み合わせたら、思い通り
に動作をしなくなった。
・ハードが悪いのか？ソフトがわるい
のか？分からない。
・できたと思ったのに、センサを接続し
たら、最初から作り直しになった。

・どんな時にどのようなセンサの入力
が来るの？
・センサと組み合わせたら、思い通り
に動作をしなくなった。
・ハードが悪いのか？ソフトがわるい
のか？分からない。
・できたと思ったのに、センサを接続し
たら、最初から作り直しになった。

【受講したソフトウェア技術者のつぶやき】



19

コンピテンシの職場実践率を用いて研修効果を確認

5.3

7.2

13.7

0

2

4

6

8

10

12

14

09年度受講生現状 08年度受講生現状 08年度受講生目標

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
実
践
項
目
数
の
平
均

「実践している」とは ＝> 5段階評価 4（どちらかと言えば、そのような行動を取っている）以上

（1年目現状） （２年目現状） （３年目目標）

08年度受講生は、研修1年3ヶ月後、09年度受講生は、研修半年後のアンケート結果

【研修の効果とまとめ】

向上向
上

3年
目
の
現
場
目
標

3年
目
の
現
場
目
標

ものづくり研修後
職場実践率

ものづくり研修後
職場実践率

フォロー研修後
職場実践率

フォロー研修後
職場実践率

平均

平均
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まとめ

★ハードとソフトの構成チームによるものづくり研修
にて、擦り合せ開発にて重要なハードとソフトのコミ
ュニケーションを自らの経験として気づかせること
ができる。

★研修における失敗経験と成功体験をすることで、
自らの業務改善へとつなげることができる。

★コンピテンシを用いて現状把握することで、フォロ
ーすべき育成目標を設定することができ、育成効
果を定量化できる。

【研修の効果とまとめ】
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ご静聴ありがとうございました。

おわり


